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御坊川（香川県高桧市）におけるオオイシソウと  

ヒルムシロ類の季節的消長  
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いる（図1）。南でほ水田地帯を通り，北でほ  

住宅地を抜けて海にそそいでいる。市街化地域  

では，生酒汚水が流れ込む。また，流域のほぼ  

中央部にテックス工場があり，工場廃水も一∴部  

流入している。   

調査ほ1985年10月～1986年10月まで毎月1回  

おこなわれた（10月8日，11月16日，12月4日，  

1月10日，2月6日，3月6日，4月2日，5  

月2日，6月4日，7月4日，8月6日，9月  

2日，10月3日）。また，1986年9月27日にほ  

補足調査を行った。1985年10月の調査は，御坊  

川の大栗橋（図1…B，図2－B）を挟んで約  

1，500mの範囲で行われた。この時は，オオイ  

シソウが生育している範囲と，そこに．どんな水  

生植物が生育しているかを調べた。それ以後の  

11月からほ，場所を大栗橋付近に限定して調査  

し，オサイシソウとヒルムシロ顆についての季  

節的変化を見た。   

大栗橋では，川幅ほ約13m，土堤より水面ま  

で3．3m，水深25～50cm，流速0．．5～1いOm／秒  

である。底質ほ，こぶし大の石が多く砂泥貿で  

ある。水ほ殆んど川幅いっぱいに流れている。  

両岸は堆積物とそこに生える雑草のため1．Om  

前後狭められたところもある。また堤は両岸と  

もブロックで護岸されている（図2）。   

筆者と2人の協力者ほ，大栗橋を基点に上流  

に向って横に並び約800mを移動し，川底に生  

育するオオイシソウと全ての水生植物を記録し，  

は じ め に   

香川県における紅藻綱・オオイシソウCo〝岬－  

sopogo710よsゐ££Okamuraの報告は，綾川（香  

川県坂出市）での納田（1982）によるものだけ  

である。また，この種の年間の季節的消長を扱  

った報告もない。  

1985年8月4日および9月4日，高松市御坊  

川を調査した折，オオイシソウが相当範囲に生  

育することが確認された。そこ．で，筆者は御坊  

川に．おけるオオイシソウの1年間にわた、つての  

季節的分布状況を調べることとした。  

調査地の概要と調査方法   

御坊川は高松市を南から北東に向って流れて  

図1御坊川の所在地（A）と御坊川  

に掛る橋の位置（B） 
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また，一部を採集した。大栗橋一桶川橋（図  

1－B）での調査では，川下に向っているため，  

水を濁らさぬよう注意深く移動した。これより  

下流の楠上橋（図l－B）までは，川岸の土堤  

から観察し，さらに確認のため数個所において，  

土堤を降りてオオイシソウと水生植物を採集し  

た。水温・pH・DOの計測は午前9時30分～10時  

の範囲で行った。pHほ，東洋製作所の水素イオ  

ン濃度比色測定器を，DOは，セントラル科学株  

式会社製のUC－12型メーターをそれぞれ使用し  

た。なお，DOは，1985年12月以後から行った。   

オオイシソウは東邦大学・加崎英男先生によ  

り同定を受けた。また，ヒルムシロ顆の同定は  

神戸大学。角野康郎先生の指導を受けた。その  

他の植物の同定ほ北村・村田（1971），北村・  

村田。小山（1971）によった。  

結果 と 考察  

1985年10月には御坊川では，クロモ・ホザキ  

ノフモサ・ヒルムシロ顆が大繁茂しており，川  

図2．御坊川調査地の景観．A：ブロッ  

クで護岸された堤と，両岸に生育  

する雑草（大乗橋より上流側）．  

B：上流側から見た大栗橋．C：  

常時下水が流下している所（向っ  

て右側が下流）．  

図3．ヒルムシP類の繁茂する御坊川  

（1985年10月8日）．むかって  

右側が下流．  
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面が黄緑色をしていた（図3）。その間でオオ  

イシソウが黒くたなびいた状態で識別できた。  

オオイシソウは，流れの速い中央部で多く認め  

られた。と同時に下水の流下してこいるところに  

も繁茂していた（図2－C）。いずれの場合も  

川底の小石や岩石に付着しており，流れのある  

ところで生育していた。橋の下の－・日中日光の  

射し込まないところでは，オオイシソウも水生  

植物も全く生育していなかった。オオイシソウ  

の分布域ほ広く，大栗橋の上流150mより楠上  

橋までの920mにわたって生育していた（図1  

柵B）。確認された水生植物と両岸の堆積物に  

生育していた植物ほ表1に示して－ある。   

オ・オイシソウとヒノレムシロ塀の消長・水温・  

pH・DOの季節的変化をみると（図4），オ・オ  

イシソウは1985年10月′、－12月の問は生育し，以  

降翌年9月までその出現はみられなかった。オ  

オイシソウがなくなる前の1985年12月の御坊川  

の状況は，川底にどろどろした水垢状の物が付  

着していた。また，水生植物にも水垢状の物が  

着いた状態であった。クロモ・ヒルムシロ・イ  

トモsp．・アイノコイトモ・エビモ・セキショ  

ウモが見られたが，これらの個体数は減り川  

底を見通すことができた。この状態でも黒くた  

なびいたオオイシソウをほっきり確認できた。  

しかし，1986年6月にほ緑藻が大繁茂し，クロ  

そやヒルムシロ頼も繁殖し始めた。そして7月  

にほと′レムシロ類が全く川面を覆いつくしたが，  

オオイシソウの生育ほ確認できなかった。この  

状態は1986年8月まで続いて見られた。ところ  

が，1986年9月2日にほ．，大栗橋の磨くヾ南で，  

こぶし大の石に付着し，約25cmに生長したオオ  

イシソウを見つけることができた。しかし，そ  

の周辺地域にほ発見することができなかった。   

定期調査で行ってない分布域の調査（1986年  

9月27日）では，オオ・イシソウの多量の発生が  

観察された。大栗橋上流では1年前と分布域は  

変化してなかった。下流では多賀橋・－一千代橋  

にある水門の間際まで確認され，その分布域ほ  

延長1900mにも達した。観光橋までのオオイシ  

ソウの生育する川面は，ホザキノフサモ・クロ  

モ・ヒルムシロ塀で覆われており川底を見極め  

表1御坊川の水生植物（A）と堆積物に生育する植物（B）．  

A  ヒ／レムシ／ロ  

ホソバミズヒキそ  

イトモsp．．  

ヤナギモ  

アイノコイ トモ  

エビモ  

ホザキノフサモ  

クロモ  

セキショウモ  

Potamogeton distinctus Bennett  

PoとαmOge亡0乃 OC£のd円上S Poir 

Cr．PoとαmOge£0ねp昆SigZαざ L．  

Po己αmOge亡0乃・叩）p昂γgZ㍑S Miquel  

Po亡αmOge乙0花Orier乙£αr£s Hagst 

Po亡αmOgeと0乃・Cr▲エSpα5 L．  

物riop昂γgg払m Sp乙Cαと㍑m L．  

勒dri〃αUer££cよヱ～αとα（L．f．）Casp．  

1匂IlisTWia g哲antea Graebner  

B ナズナ  

イヌガラシ  

タガラシ′  

ウシ′ハコべ  

ギシギシ  

イヌムギ  

カズノコグサ  

伽se～gα わαrβαやαS亡Or£8（L．）Medic 

月orち叩αi花dicα（L）Hieron 

月α花㍑花C乙£g㍑ぶ SCJer・αと㍑S L 

凡才αgαC／血mαqααと云cぴm（L．）FIies  

RuTneX Crispus L。Subsp．japonicus （Houtt。）Kitamura  

男rom乙‘S Cα亡ゐαr・£icαS Vahl  

BeckmaTua SyZなachne（Steud．）Fernald  
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図4オオイシソウとヒルムシロ類の季節的消長及び水温（WT，℃）・pH・DO（mg／1）  

の年変化．黒地と点の分布している時期にはこれらの植物が観察された 

そして，翌年時に前年生育していた水温以上に  

なってもオオイシソウほ再確認されなかった。  

このことから，水温だけがオオイシソウの消長  

に影響を及ぼしているとは言えない。   

DO値は1985年12月から毎月1回の測定だけ  

であるので充分な資料とほ言えない。水温・pH  

・DOの計測についてほ，午前9時30分から10  

暗までの時間帯に1回だけだったことほ，生活  

汚水や工場廃水の影響も考えられるので日変化  

の有無をみた上で計測時刻を設定すべきであっ  

たと考えられる。  

摘  要   

1，1985年10月から1986年10月まで，香川県  

高松市を流れる御坊川の大栗橋周辺でオオイシ  

ソウとヒルムシロ類の消長についての調査を行  

った。   

2オオイシソウは1985年10月から12月まで  

生育しており，1986年1月から8月までほなく，  

再び9月から観察された。   

3い1985年10月ではオオイシソウは延長920  

mにわたって生育していた。   

4い 調査開始から1年後の1986年9月にほ，  

られなかった。オオイシソウはこれらの間に黒  

くたなびいて，長さも約1mに．達していた。し  

かし，観光橋付近から下流では，へドロが溜り，  

水生植物も生育してなかった。したがって1年  

間でオオイシソウの分布域ほ約2倍に広■がった  

ことになる。しかも，分布が上流に向っては広一  

がらず，下流に向って広がったことほ，河川で  

の生育であることを考えると，充分納得のいく  

現象である。   

オ・オイシソウとヒルムシロ類の消滅する時期  

は殆んど一・致している（図4）。しかし，ヤナ  

ギモだけほオ・オイシソウが消えると同時に現わ  

れ，ヤナギ・モの消滅時にオオイシソウが出現す  

る。このことから，オオイシソウとヤナギモの  

生育環境に．は相反する要素があることがうかが  

える。   

pH値については常にほぼ－・定借（7．0）を示し  

ていた（図4）。したがって，オ・オイシソウ・  

ヒルムシロ煩の消長にpHが影響を及ぼしている  

とは考え難い。しかし，少なくともこれらの植  

物にとってpH＝7い0が不適値でないことは言え  

よう。   

低水温時にはオオイシソウは生育してない。  
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オオイ、こンソウの分布域は下流に980m延びて19  

00mになった。   

5．年間を通じてオ・オイシソウはクロモ・ホ  

ザキノフサモ・セキショウモ・5種のヒルムシ  

ロ類と混生していた。   

6い オオイシソウが消えるとヤナギモが現れ，  

ヤナギモの消滅時にオオ・イシソウが現れた。こ  

のことから，オ・オイシソウとヤナギモの生育環  

境に相反する要素がうかがえた。   

7．．御坊川のpH値ほ，常に7．0を示したが，  

オオイシソウの消長に影響を及ぼしているとは  

考えられなかった。   

8低水温時にほオオイシソウは生育してな  

い。翌年時に前年生育していた水温以上になっ  

てもオオイシソウは再確認されなかった。この  

ことから，水温だけがオオイシソウの消長に．影  

響を及ぼしているとは言えない。  
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